
2024年度 第２回研究会

共に暮らすための地域日本語教育

2025年2月15日（土） 14:00～16:00

金沢大学（角間キャンパス） 人間社会第１講義棟 ２０１講義室

日本語教師養成・研修推進拠点整備事業
中部ブロック北陸地域日本語教師養成・研修連絡協議会

令和6年度 日本語教師養成・研修推進拠点整備事業

興味をお持ちの方は
どなたでも

ご参加ください。
対面／オンライン（Zoom）開催方法

会場

*北鉄バスでお越しになる場合は「金沢大学」でお降りください。
*車でお越しになる場合は、PまたはC駐車場をご利用ください。

14:05-15:00

15:00-15:55

15:55-16:00

開会

「生活者としての外国人」と築く『多文化共生社会』とは
−石川県能美市における現状と課題から−

板倉 さくら（金沢大学 人間社会学域 国際学類 日本・日本語教育コース4年）
喜多 泉（能美市国際交流協会 会長）

誰もが住みよい社会を共に考える生活者日本語教育実践

閉会

高畠 智美（金沢大学 人間社会研究域 国際学系 特任助教）
高桑 康子（公益財団法人とやま国際センター 係長）

日本全国で外国人住民数は増加しており、令和5年12月末時点で石川県の外国人住民数は過
去最多を記録した。石川県内で外国人住民比率が最も高い能美市では、地域日本語教室をは
じめとする多様な外国人住民支援が展開されている。今回はこうした支援の事例を紹介する
とともに、5つの調査結果をもとに能美市で暮らす外国人住民の生活実態や、外国人住民に対
する地域住民の受け入れ意識を考察し、市民性の概念に基づく『多文化共生社会』のあり方
やその重要性を明らかにする。

全国的に在住外国人数が増加する中、「生活者としての外国人」への日本語教育（以下「生
活者日本語教育」）の重要性がますます高まっています。
富山県では、日本語支援者、民間の日本語教育機関、自治体との協働による生活者日本語教
育を2006年から行ってきました。日本に住む外国人が遭遇する様々な課題を、外国人・日本
人双方の課題ととらえ、対話をし、共に考えることで、自らの生活や自分たちが暮らす社会
を見直し、共生を目指す地域づくりをしていこうというものです。
今回は、この教育実践の概要、そしてそれを支える富山県での生活者日本語教育の体制につ
いてご報告します。

14:00-14:05

プログラム

URLまたはQRコードから

申し込みフォームにアクセスしてください。

https://jlt.w3.kanazawa-u.ac.jp/news010.html

お問い合わせ 日本語教師養成・研修推進拠点整備事業（中部ブロック・金沢大学）

事務局 contact@jlt.w3.kanazawa-u.ac.jp

お申し込み 申込〆切

２/１２（水）

13:45 受付開始
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